
決算書掲載頁　211

消防団屯所施設の維持管理

事
業
費
・
財
源

細事業：消防団施設管理事業 01事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

2

直営 昭和47年度以前

河内長野市民

屯所の光熱水費及び借地料は、消防団運営上必要不可欠であることから、今後もこれらの支払いを継続する。

A B B

一般財源

5,9931,923

2,287

1,783

0.30

0.00

1,923

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

消防団施設（屯所１５施設）にかかる維持管理を行う。主に、屯所の施設消耗品の補給、水道光熱の管理、屯所修繕、し
尿浄化槽の維持管理、屯所の土地借上げの管理などを実施する。目

標

一人あたり

世帯あたり 127

54

事業費

参
考

1,923

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

2,121

2,121

0

0

0

11,818

7,935

1,762

1.00

0.00

251

105

2,121

-198

-198

0

0

0

-5,825

-5,648

21

-0.70

0.00

-124

-51

-198

消防団車両の維持管理

事
業
費
・
財
源

細事業：消防車両管理事業(非常備) 02事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

3

直営 昭和47年度以前

河内長野市民

消防団運営上必要な事業であるため、今後においても、車両の修理等、維持管理は継続する。

A B B

一般財源

18,2011,145

762

16,294

0.10

0.00

1,145

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

消防団車両（１６車両）の点検及び修理等の維持管理を行う。平成２５年度は、６台の車検整備を予定している。
目

標

一人あたり

世帯あたり 385

163

事業費

参
考

1,145

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

2,086

2,086

0

0

0

26,609

794

23,729

0.10

0.00

564

236

2,086

-941

-941

0

0

0

-8,408

-32

-7,435

0.00

0.00

-179

-73

-941



細事業：消防団施設管理事業                                  

 消防団屯所１５施設の光熱水費、８施設の汲取り料、６施設の借地料、並びに消防団車両１８台の燃料費等、消

防団施設の管理費支出を行い、施設機能の維持を図った。 

 

 分団別消防団施設 

分 団 消防団屯所 消防団車両 備 考 

団本部 消防本部 
消防団指揮車  

消防団本部車  

第１分団 
野作班屯所 ポンプ自動車  

上原班車庫 ポンプ自動車 借地 

第２分団 天野班屯所 ポンプ自動車  

第３分団 
千代田班屯所 ポンプ自動車  

松ヶ丘班屯所 積載車 借地 

第４分団 
高向班屯所 ポンプ自動車 借地・汲取り 

日野班屯所 積載車 汲取り 

第５分団 三日市班屯所 

ポンプ自動車  

ポンプ自動車  

第６分団 加賀田班屯所 ポンプ自動車 借地・汲取り 

第７分団 
天見屯班所 ポンプ自動車 借地・汲取り 

岩瀬班屯所 積載車 借地・汲取り 

第８分団 
寺元班屯所 ポンプ自動車 汲取り 

石見川班車庫 積載車 汲取り 

第９分団 滝畑班屯所 ポンプ自動車  

第１０分団 小山田班屯所 ポンプ自動車 汲取り 

 

細事業：消防車両管理事業(非常備)                                    

 消防団車両１８台のうち、６台の法定自動車検査を行うとともに、同６台の自動車損害賠償責任保険料及び自動

車重量税並びに１８台の任意保険料等管理費支出を行い、消防団車両の安全な運行を図った。 

 

 消防団車両 

   

     ポンプ自動車             積載車             消防団本部車 

 

 

 

 


